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【目 的】  磐梯山は磐梯朝日国立公園内にあり、深田久弥氏の日本百名山にも数えられ、日本ジオパー

クにも認定されていることから一般登山愛好者はもとより学校登山や百名山ツアーなど多くの

登山者が訪れる。 

道迷いやコースを間違える登山者が後を絶たない。訪れる登山者に安心して安全に楽しんで

もらうために、登山道の道標や看板、危険箇所の整備が必要である。また、貴重な高山植物の

保護及び近い将来を見据えた地形の変化等の監視も重要な課題であると思う。 

以上のことを踏まえて、自然保護の状況、各登山道の危険箇所、自然保護及び安全上の要継

続監視箇所、道標や看板の状況、表示希望箇所、登山口の状況などについての登山道の状況を 

      調査した。 

 

【調査日】  ７月１０日（川上コース）        ７月３０日（八方台コース）  

８月 ２日（赤埴林道コース）        ８月１0日（猪苗代コース） 

８月２０日（翁島コース）         ８月２７日（渋谷コース） 

９月 ９日（猪苗代コース）         ９月１４日（八方台コース） 

９月２７日（川上コース）            １０月１０日（赤埴林道コース 

  １０月１４日（翁島コース）       １０月２４日（裏磐梯コース） 

 

【調査者】 江花 俊和（猪苗代山岳会、日本山岳会、ＨＡＴ－Ｊ） 

 

【結 果】 結果の具体的な内容については、４ページ以降に記載しています。 

       自 然 保 護  No. １、２          お花畑の踏み込み跡 

                 No. ３        黄金清水の下方の状態 

                 No. ４        赤埴山のビニールシート群 

                 No. ５         携帯トイレ回収ボックス 

                 No. ６、７      携帯トイレブース入口 

 

       要継続監視箇所  No．１、２      火口の植生 

       （自然保護）    No．３        銅沼 

       要継続監視箇所  No. １、２、３、４  土石流(火口) 

        (安 全)      No. ５、６、７    火口壁の階段 

       危 険 箇 所  No. １            岩とロープ 

                  No．２、３      岩と石の悪路  

                 No. ４         中ノ湯跡の温泉 

                 No. ５、６      狭いトラバースの道 
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       登山道       No.１、２       ぬかるみ 

                 No.３          木道の傾き 

                        No.４、５、６、７      草木の繁茂 

 

       道 標 ・ 看 板  No.１          傾き 

                 No.２         欠落 

                 No.３          一部破損 

                 No.４、５       判読不可 

                 No.６、７       破損 

                 No.８          老朽化 

  

       表 示 希 望 箇 所  No.１，２        賽ノ河原 

                 No.３          天狗岩 

                 No.４            四合目 

                 No.５、６       遥拝所跡 

 

       登 山 口  No.１          川上登山口の看板 

                 No.２、３        ゴンドラ終点 

                 No.４          登山届箱 

 

       主 な 地 点   No.１         三角点(山頂) 

                 No.２         磐梯明神の祠(山頂) 

                 No.３         三合目の石碑 

                 No.４         赤埴山頂の石碑 

                 No.５         弘法清水 

                 No.６                  黄金清水 

  

       山   容        No.１          沼ノ平より 

                 No.２         赤埴山頂より 

                 No.３          火口縁(稜線)より 

                 No.４         銅沼より 

 

       そ の 他     No.１         中ノ湯跡(廃屋) 

                 No.２         猪苗代小学校植林地跡 

                 No.３         コウリンタンポポ 

 

 

 



3 

 

【考 察】 １．磐梯山は６つの登山口（赤埴林道は除く）、７つのコースがあって登山道の管理が容易では

ないが、道標の立て替えや火口壁の階段設置などが実施され、毎年山開きの前には登山道の

点検・整備を実施し７月から８月にかけて各登山道の刈払いが行われている。 

しかし、県外の百名山を歩いて感じることは、道標、橋、足場などの登山道の整備の見劣

りは否めず、全国的に有名な山としては期待に応えていないので、登山者が安心して歩ける

安全な登山道への更なる取り組みが必要と思う。特に八方台コースのぬかるみの解消と弘法

清水～山頂間の整備は急務であると思う。 

 

      ２．お花畑の立入禁止の箇所への踏込み跡が数箇所見られるので、自然保護上これらを含めて

対策と見直しが必要であると思う。この踏込みは展望を楽しみたいからだと思われるので、 

       １ヶ所を開放することも必要と思われる。 

       また、火口跡のシラタマノキの群落は他に見られない貴重なものであるので、管理方法とと

もに活かすことを考えてはどうだろうか。 

  

      ３．携帯トイレは大分普及したものの、登山道周辺にまだ跡が残る。トイレの無い登山口には

簡易トイレでもよいので設置が必要と思う。また、携帯トイレを宿泊施設に置いてもらうな

ど普及策が望まれる。 

        ちなみにトイレのない登山口は、翁島、猪苗代、渋谷、川上である。 

 

      ４．噴火口跡については、土石流の発生が起きやすいため登山道の監視が重要である。また火

口跡には落葉松やダケカンバ、低灌木類の樹木が広がってきている。噴火後の地形や植生の

変化にも目を向けていかなければならないのではないかと思う。 

 

      ５．熊に襲われる事故があるが、登山者の少ない川上や渋谷コースでは熊除けの鈴などの携行

を勧めることが必要だと思う。 

 

      ６．樹木や花については触れなかったので検討いただきたい。 


